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（relational database management and geographic information system）を用いて、これ
らの環境ストレス要因に関わるパラメータと、サンゴ群集被度等の自然生態系要
素を空間別に整理し、サンゴ礁劣化との因果関係を把握して行く仕組み、更には、
漁民や地元民に理解しやすいように視覚化する試みについて提唱している。サン
ゴ礁保全のために、自然保護区（MPA）によって地元民との隔離された空間を作
るのではなく、地元民の生活の糧である漁業の両立によって、持続的な社会形成
を目指すには、多様なストレスを適切に把握して、保全方法を共有して行くこと
が、ケニアのサンゴ礁の保全政策において有効と考えられる。 
 
